
第 22 回日本母乳哺育学会ご案内と演題募集 

拝啓 

 皆様にはご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 今回、第 22 回日本母乳哺育学会を浜松市で開催することとなりました。母乳が優れている

ことは、誰もが認めているところではあります。しかも、厚生労働省によれば 90%以上のお母

さんが母乳育児を希望しているのに、現実には希望をかなえられるのは 40％に満たないことが

報告されています。しかし、BFH（赤ちゃんにやさしい病院）の病院では、ほとんどのお母さ

んが母乳育児を当たり前のように実践しています。 

 この学会は大学の研究者、WHO の「10 カ条」を薦める日本母乳の会の会員、桶谷式母乳支

援グループの方たち、エビデンスを重要視する JALC の方々、昨年すばらしい学会を開催され

た根津先生のグループ、小児科医、産科医、助産師、看護師、保健師、大学や看護系の先生方

がそのグループの垣根を越えて、母乳育児について討論し研究している日本で唯一の学会です。 

  学会では「こんなにできる、母乳育児」と題して、‘わかっているけどできない‘そのつぼ

のところを徹底的に話し合いたいと考えております。多くの医療者はすでにずいぶんと学習し

知識を持っておられます。知識は確かに大切です。しかし、知識があってできるのなら、野球

選手は皆がイチローになって良いはずです。問題は知識の上のプラスαです。αを求めてぜひ

浜松においでください。                            敬具 

 

                                                                                         

 会期：平成 19 年 9 月 29 日（土）30 日（日） 

 

1. 会場：浜松市アクトシティ（浜松駅前）中ホール（29 日）、コングレスセンター（30 日） 

                                                             

2. 会長講演：「こんなにできる母乳育児、20 年の統計から」          石井廣重  

 招聘講演：「仮題：母乳育児の意味について」 和歌山県立医科大学      山本 宏先生                  

  特別講演：「仮題：周産期医療崩壊」         虎ノ門病院泌尿器科部長  小松秀樹先生  

  教育講演：「仮題：母性行動としての母乳育児」早稲田大学人間科学教授  山内兄人先生 

 

3．市民公開フォーラム   

「こんなにすばらしい、母乳育児」と題して、橋本武夫先生（聖マリア病院 副院長）の

基調講演を始め、母乳育児のメリット、デメリットを、そしてその現状を専門家の目を通

して改めて見直してみたいと思います。 

      

4．シンポジウム 『補足について、人工乳か糖水か』ABM の指針を徹底的に検討する！ 

  ABM の臨床指針をめぐり「補足は人工乳か糖水か」の議論が沸き起こっております。そ

の道の専門家にお集まりいただき、大いに議論をしてみましょう。シンポジストは堺武男先

生（宮城県立子供病院副院長）、水野克己先生（昭和大学医学部小児科助教授）、井上哲朗先

生（佐世保市 BFH:井上産婦人科）を予定しております。 

 

 



 5.演題募集要項  

1）申し込み締め切り：平成 19 年 7 月 31 日必着 

2）演題申し込みは下記宛に、抄録を添えてメール添付でお送りください。 

 また、同時にプリントアウトしたものをファックスでもお送りください。 

宛先：〒434-0042 静岡県浜松市小松 4498-5  石井廣重第一産科婦人科クリニック 

第 22 回日本母乳哺育学会学術集会事務局 担当: 山田恒世、鈴木久美  

TEL：053-586-6166   FAX：053-586-6266   E-mail：breastfeeding2007@yahoo.co.jp 

  

 

○ 抄録作成要領抄録作成要領抄録作成要領抄録作成要領((((サンプルサンプルサンプルサンプルにににに従従従従ってってってって作成作成作成作成してくださいしてくださいしてくださいしてください))))    

1） 演題名、発表者名(演者に○)、所属、抄録本文(800 字以内：目的、方法、結果、 

考察、結論）の順に記載してください。 

2） 発表者(演者、共同研究者)は全て会員に限られます。会員でない方は速やかに入会手続

きを行ってください。 

3） 年会費は学会活動に必要不可欠ですのでよろしくお願いいたします。 

年会費未納の会員の方はできるだけ早くお支払いください。 

4） 入会手続きは下記にお問い合わせください。 

  日本母乳哺育学会事務局  TEL/FAX：03-5841-3629 

               E-mail：bonyuuhoiku-gakkai@umin.ac.jp 

5） 添付ファイルの形式は MicrosoftWord でお願いいたします。 

6） いったん提出された原稿は返却いたしません。ご了承ください。 

7） 演題の採否は、8 月上旬頃演者宛にメールでお知らせいたします。 

発表形式発表形式発表形式発表形式    発表は原則として口演といたします。スライドは全て PC 投影で行います。 

    口演時間等の詳細は、演題の採否についての通知の折にお知らせいたします。 

参加申参加申参加申参加申しししし込込込込みについてみについてみについてみについて        

    事前登録なさる方は申し込み用紙に必要事項を記入の上、学術集会事務局宛に 8888 月月月月 20202020 日日日日まままま

でにでにでにでに FaxFaxFaxFax ででででお申し込みください。折り返し口座番号等お知らせいたします。参加費の振込み確

認を持って事前登録完了といたします。事前登録なさった方には、プログラムおよび抄録集を

9 月中旬に郵送いたします。尚、取り消し、変更などによる返金は致しかねますのでご了承く

ださい。 

  ＜参加費＞事前登録 学術集会：会員 6000 円 非会員 7000 円（学生 3000 円）懇親会：6000 円          

        当日参加 学術集会：会員 7000 円 非会員 8000 円        懇親会：7000 円 

  ☆ 勉強会(低血糖について) ：3000 円     

  ☆ 早めに申し込みください。詳細詳細詳細詳細はははは今後今後今後今後、、、、学会学会学会学会ホームページホームページホームページホームページでででで！！！！ 

☆ 宿泊受付は JTB が担当いたします。    

 


